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計量的テキスト分析の目的 

文体（style）の分析 → 他の研究方法との連携が必須 
 「ながらく古い文献に泥んでいると、言葉とは、文字に記された記号だと思って疑うことがない。しかし、考えるまでもなく、言葉はいかに

も文字面ではあるけれど、それ以上に音声であり、形態でありそしてそれが発せられる様々な状況を反映するものであり、つまり自らをめ

ぐる総体としての環境を引っ括めた現象の一つに他ならない」（沖本克己 1993）。 
隠れたパターンの発見 

 「文体に指紋があるとすれば、それはどのようなものだろうか？ それはおそらく、ある著者の文体的な特徴――例えば‘such as’の生起

度数といった、まったく取るに足りないと言ってもよいような特徴を組み合わせたもの――であって、指紋と同様にその人に特有のもので

あろう。文体上些細で取るに足りぬ特徴だからといって、文体分析に利用しない理由にはならない。指先にある渦巻や輪が我々の容姿にお

いては大切でも目につくわけでもないが、指紋が一生涯変わらないように、そういったものこそが著者の叙述において変化することのない

特徴となるはずであり、他の書き手には見られないその人だけのものとなるはずであろう」（Kenny, Anthony (1982), 邦訳 p. 24〔一部改訳〕）。 
 「一人三人作家といわれた長谷川海太郎の作品が、読点の付け方の情報をみる限り一つにまとまった」（村上征勝 1994）。 
 「徹底的に網羅的な研究（すべての単語・すべての文字の単位にまで網羅性を及ぼすことが可能になる）」「それによって現代人には通常認知

できないデータの構造性や規則性を探り出す。それは、現代人の古典語に対する「内省」(introspection)（語感）の欠如を補うことができ、

文学研究に貢献する。なぜなら、古典文学の正しい読みにとって、「内省」（文法的直観と言語外知識など）の欠如は大きな障害のひとつだ

からである」（近藤泰弘 2001）。 
大規模な文献の分析 

 「大規模なデータから思いがけない（unsuspected）パターンを発見する」（ 福田他 2001, p. 5）。 

Nグラムを用いたクラスタ分析 

Nグラム・モデル 
 「n 個の文字列または単語列」の発生する確率を、ある文章、あるテキストの特徴と見なす言語モデル。 

 Shanon et al. 1949. 
 単語や文字（「アイテム」と総称）の生起が直前の N-1 個のアイテムのみに依存するという一方向的・線的性質のものとして言語活動を

モデル化。 
 例 

 文字単位・3 グラム 

摩 訶 般        

 訶 般 若       

  般 若 波      

   若 波 羅     

    波 羅 蜜    

     羅 蜜 多   

      蜜 多 心  

       多 心 經

 単語単位・3 グラム 

The quick brown       

 quick brown fox      

  brown fox jumped     

   fox jumped over    

    jumped over the   

     over the lazy  

      the lazy dog.

 形態素解析と比べて単純で網羅性が高い。 
 ノイズが多い（「多心経」はノイズか？――何がノイズなのか）。 
 国文学・国語学の近藤みゆき・近藤泰弘両氏による研究→仏教学、中国古典などへの広がり（石井 2001-2002、Ishii 2001、師 2001-2002、

山田 2001） 
NGSM（Ishii 2001） 

 N-Gram based System for Multiple document comparison and analysis 
 N グラム分析の結果を比較しやすいように表にする手法。 

 羅什訳 玄奘訳 法月重訳 般若等訳 智慧輪訳 法成訳 施護訳

一切世 0 0 1 0 1 1 0

一切大 0 0 0 0 0 0 1

一切如 0 0 0 1 1 1 1

一切法 0 0 0 0 0 1 1

一切苦 2 2 1 1 1 0 1

一切諸 0 0 0 0 0 2 0

一切顛 1 0 0 0 0 0 1



一句唵 0 0 0 0 0 0 1

一時世 0 0 0 0 0 0 1

一時佛 0 0 1 1 0 0 0

一時薄 0 0 0 0 1 1 0

一菩薩 0 0 0 0 1 0 0

七千人 0 0 1 0 0 0 0

七萬七 0 0 1 0 0 0 0

三世一 0 0 0 0 0 1 0

三世諸 1 1 1 1 1 0 1

クラスタ分析 
 個体間の距離によってグループ化する手法。 

 例 

個体  

テキスト A テキスト B テキスト C テキスト D テキスト E テキスト F

キーワード X 1 6 7 9 2 5変 
数 キーワード Y 2 3 5 10 1 4

  
 個体間の距離、グループ間の距離を算出するためにさまざまな計算方法がある。 
 樹形図によって表現。 

 NGSM を使ったクラスタ分析 
 実例（師 2002） 

 従来の研究は形態素解析が主であった（村上 1994）。 
 N グラムは大規模文献の分析に有利。 

沖本 1993の再検討 

 禅文献に対する計量的分析の先駆的試み。 
 文字単位の頻度・占有率・テキスト間の相違度などを分析。 
比較対照 
A. 禅宗系偽経 B. A に影響を与えたと思われる文献 C. 比較のための中庸的な文献

0

2

4

6

8

10

12

0 2 4 6 8

キーワードX

キ
ー
ワ
ー
ド
Y

テキストA

テキストB

テキストC

テキストD

テキストE

テキストF

クラスター分析樹形図

羅

什

譯

玄

奘

譯

法

月

重

譯

般

若

共

利

言

等

譯

智

慧

輪

譯

法

成

譯

施

護

譯

クラスター分析樹形図

景

徳

伝

灯

録

瀑

泉

集

禅

門

諸

祖

偈

頌 人

天

眼

目

祖

堂

集

参

同

契

不

能

語 参

同

契

吹

唱



T273 『金剛三昧経』（650～665） 
T842 『円覚経』（7 世紀末～8 世紀初） 
T945 『楞厳経』（8 世紀） 
T1484 『梵網経』 
T2883 『法王経』（8 世紀） 
T2901 『法句経』（650 年ごろ） 
S5532 『禅門経』（7 世紀末～8 世紀初） 

T670 四巻『楞伽』 
T1666 『大乗起信論』 

T7 法顕訳『涅槃経』 
T1558 玄奘訳『倶舎論』 

結論 
1. 『起信論』は他のテキストとの共通性が高く、その普遍的性格を示すごとくであるが、『法王経』と『法句経』に対しては語彙の相違

が大きい。この傾向は『楞伽経』『仏頂経』などにも見られ、『法王経』と『法句経』が特異なポジションにあることを予想させる。 
2. （略） 
3. 『楞伽経』はほぼ完璧に『金剛三昧経』、『法王経』、『法句経』を包含しているといってよい。 
4. 『金剛三昧経』は『起信論』に似た数値を示すが、『法王経』に近縁性を示す点が異なる。 
5. 『法王経』は『金剛三昧経』に似た数値を示す。また両者の異なり度は低いから、形態的には相似性が高い。 
Nグラム＋クラスタ分析による分析 

 NGSM の結果、変数数 47 万強（CSV ファイルで 20MB 強）。 
 文献の文字数にばらつきがあるため、各文献を長さ 100 のベクトルとして正規化。 

 個体 V の変数 V1, V2, V3…Vnについて、個体 V の長さ L＝ ∑
=

n

i
iV

1

2
とすれば、長さ 100 に正規化された個体 V’の変数 V’n＝ 100×

L
Vn  

樹状図 11 変数
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 沖本 1993 の結論との一致点（1、4 の後半、5） 
 第 1 グループ 

a. 法句経、円覚経 
b. 金剛三昧経、禅門経、法王経 

 『金剛三昧経』に「『法句経』や『円覚経』などを含めたこれらの一群の如来蔵系の偽経は、禅と華厳との交流の中で生まれ、

その系統に伝えられていったようである」（石井 1996, p. 367） 
 第 2 グループ 

a. 梵網経、起信論 
b. （玄奘訳倶舎論、）楞厳経、（法顕訳涅槃経、）四巻楞伽 

 沖本 1993 の結論との相違点（3、4 の前半） 
 語彙（用字）的に『楞伽経』は『金剛三昧経』等と重なるが、文体的には離れるということの意味。 
 望月 1946、鎌田 1975、柳田 1987 等では『円覚経』と『起信論』との密接な関係が指摘されている。 



まとめ・課題 

 計量的テキスト分析の有効性が確認できたのではないか。 
 従来の研究との相違点については要検討。 

 比較対照の拡大が必要。 
 「『金剛三昧経』や『法句経』の出現を考慮するならば、達摩系の主張が偽経に影響した時代を、此に先立って考える必要があり、

更に古い『最妙勝定経』との関係も問題であり、後に『禅門経』や、『法王経』、『円覚経』、『首楞厳経』、及び『起信論』や『釈

摩訶衍論』、『円明論』、『宝蔵論』などの偽経の出現と、禅思想の発展を迹づけることも可能となる」（柳田 1966, p. 484）。 
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